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A0224
西武鉄道E852新製時・ワフ101・タキ1900　11両セット

主な走行都市

品番 A0224
JANコード 108147
商品名 西武鉄道E852新製時・ワフ101・タキ1900　11両セット

商品系形態 塗装済完成品
素材 ABS樹脂
予価

発売予定
規格 Ｎ

対象年齢 8歳以上
カートン内入数 12

実車

商品 西武鉄道の電気機関車を4種類のラインナップで製品化
E851形が牽引したタキ1900セメントタンク列車をセットで再現
機関車の仕様はA0220に準じます
さよなら運転時に使用したヘッドマークが付属
●ワフ103/104 ボディカラーは新製時のブルー（A0225とは作り分け）

両サイドのテールライト点灯(ON←→OFFスイッチ付き）
手すりに白色塗装

●タキ1900 三菱鉱業セメント（現：三菱マテリアル）仕様を再現
編成端車両用に赤色反射板パーツ付属
タキ1900には実車通り2種類の台車を用意
タキ101949/101941はTR209C台車を装着(他車はTR209B)

付属品 ヘッドマーク・反射板
パッケージ ブックケース
関連商品 A0220 西武鉄道E851+E853 新製時 重連セット

A0221 西武鉄道E852+E854 晩年型 重連セット
A0225 西武鉄道E853晩年型・テキ401・スム201・ワフ101　11両セット

編成 E852 ヘッドライト・パンタグラフ・モーター車

ワフ103 テールライト タキ101926
タキ101924 タキ101911
タキ101919 タキ101941
タキ101949 タキ101935
タキ101945 ワフ104 テールライト

特記事項 西武鉄道株式会社商品化許諾済 製作協力：三菱マテリアル株式会社

16,500円

西武鉄道E851形電気機関車は、1969年10月14日西武秩父線吾野-西武秩父間開業に伴い、秩
父山地の石灰石を原料とする東横瀬の三菱セメント横瀬工場の製品を輸送するために、1969年9
月・10月に三菱重工で製造された私鉄最大の電気機関車です。Ｅ851形はヨーロッパ調の丸窓を
配した外観と、朱赤とクリームの大変派手で凝った塗装が特徴です。貨物輸送の全廃に伴い
1996年3月7日に引退しましたが、同年5月25・26日にＪＲ東日本から12系客車を借りて最初で最
後の客車列車を牽引し、引退の花道を飾ってその役目を終えました。全機廃車されましたがE854
は横瀬車両基地に静態保存されています。
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